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【スタディツアーについて】 

 真室川町のスタディツアーにご参加いただき、誠にあり

がとうございます。 

真室川町にはたくさんの宝物がありますが、地域の方々

からは「真室川町には何もない」との声がしばしば聞かれ

ます。子ども達は学校での「ふるさと学習」により、地域

の宝物を多く学んでいます。しかし、その親・祖父母世代

である大人は、真室川の本当の宝物や魅力を知らないまま

に生活している方が、案外いらっしゃるのではないでしょ

うか。そのようなことから、今回、改めて地域の宝を再発

見する社会科見学を企画しました。子ども達と一緒に大人

も町の良さを見つめなおすことで、「真室川町にはいいと

ころがたくさんある」と自信を持って言える方が増えるこ

とを期待しています。 
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③木造薬師如来座像 
(砂子沢薬師堂) 

○面積：374.22k ㎡（約 87％が森林） 

○人口：7,637 人 

○世帯数：2,715 世帯 

○町の木：梅の木 

○町の花：梅の花 

○町の鳥：ウグイス 

○町の昆虫：ハッチョウトンボ 

○町の魚：ハナカジカ 

○町の音頭：真室川音頭 

②町内眺望(秋山スキー場) 

④中村湿原 

⑤昼食(真室川駅前) 
さなぶり手仕事まつり散策 

⑥土偶・山門・鮭延秀綱の墓 
（新町：正源寺） 

⑦鮭延城跡 

⑧銅造如来倚像(内町薬師堂) 

①中央公民館 
歴史民俗資料館 

山形県の内陸最北部に位置

し、北側は秋田県に接してい

る。約８７％が森林の中山間

地域であるため、古くから林

業、農業が盛んである。また、

各地区には伝統文化が数多く

継承されており、番楽、囃子、

わらべ唄のほか、伝承野菜な

ども引き継がれている。 

⑨真室川飛行場跡 

（令和元年5月末現在） 
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①真室川町歴史民俗資料館 

 

この資料館は、昭和 56 年、「山と人々の暮らし」というテーマでオープン

した。施設は正面ホールと第 1 展示室、第 2 展示室に分かれており、正面

ホールには町内に生息する動物のはく製や化石などが展示されている。中山

間地域である真室川町は古くから林業が盛んであり、第 1 展示室には多くの

のこぎりをはじめ、山林に関する展示がされている。第 2 展示室は町が誇る

版画家「中川木鈴」に関する展示を行っている。また、年数回開催される企

画展では、わら細工やチェーンソーアートなど様々なテーマで見学者を楽し

ませている。 

【メモ】 
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②町内眺望（秋山スキー場） 

 

秋山スキー場の頂上から、町の中心部を眺望。天候が良ければ、奥羽山脈ま

での地理的環境が確認できる。 

【メモ】 
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③木造薬師如来座像（砂子沢薬師堂）          町指定文化財 

 

大沢地区砂子沢楯跡にある砂子沢薬師堂の本尊として祀られている尊像

である。像は檜材の寄木造りで像高 66.1 ㎝と小柄な像であるが、つくりの

優れた逸品である。面相は優美淡麗で水晶で白毫と玉眼を入れ、豊満な姿体

から鎌倉時代の作とみられたが、修復調査の結果、平安時代中期の作と判明。

山村には珍しいもので、おそらく中央の仏師によってこの地に移されたもの

であろう。中央文化の地方普及を物語る資料である。昭和 59 年 3 月 19 日、

町の文化財に指定。 

【メモ】 
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④中村湿原                   町指定天然記念物 

 

真室川町の中村地区にある湿原。イボミズゴケ・ハリミズゴケを主とする湿

原で、底部に厚い泥炭層を伴っている。泥炭はミズゴケなどの湿性植物が炭

化したものである。中村湿原は地すべりにより生じたものといわれており、

沼沢地であった所が、周囲から植物の繁茂、堆積から低層湿原へ、さらに高

層湿原へ移行する途中の中間湿原と考えられる。平成 26 年 5 月 16 日、町

の天然記念物に指定。 

【メモ】 

 

 

 

 

ハッチョウトンボ 

サワラン 

モウセンゴケ 

トキソウ サギソウ 
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写真１ ヤマドリゼンマイ           写真２ ヤチスギラン 
 

  

写真３ ミツガシワ             写真４ オモダカ 
 

  

写真５ ヒツジグザ            写真６ イヌタヌキモ 
 

  

写真７ サワラン             写真８ トキソウ群落 
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写真９ ノハナショウブ          写真 10 ミズチドリ 

 

  

写真 11 コオニユリ            写真 12 コバギボウシ 
 

  

写真 13 ミタケスゲ             写真 14 ミソハギ 
 

  

写真 15 オオニガナ             写真 16 ミズオトギリ 
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写真 17 エゾリンドウ            写真 18 ウメバチソウ 
 

  

写真 19 サギソウ         写真 20 サギソウ群落・ヤチカワズスゲ 
 

  

写真 21 サギスゲ群落          写真 22 ツマグロヒョウモン♀ 

 

  
写真 23 ドクゼリ              写真 24 キンラン 
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写真 25 ハッチョウトンボ♂        写真 26 ハッチョウトンボ♀ 

 

  
写真 27 モウセンゴケに捉えられた      写真 28 アマゴイルリトンボ♂ 

ハッチョウトンボ   

 

  

写真 29 キイトトンボ♀          写真 30 オゼイトトンボ♂ 
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⑤昼食（東北・山形・真室川手仕事まつり） 
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⑥正源寺山門（新町：正源寺）            町指定建造物 

 

この山門は、旧朝日村大網の湯殿山大日坊の総門であったが、昭和 36 年に

正源寺 23 世閑雲旭處和尚（かんうんきょくしょおしょう）によって正源寺

に移築されたものである。高さ 13ｍ、間口 9.7ｍ、奥行 6.1ｍ、12 脚の堂々

たる楼門である。入母屋造りの大きな屋根、楼上の欄干付き回廊、花頭窓な

どの特徴がある。材はスギである。屋根が茅葺きであったが、移築後、銅板

葺きに改められた。江戸時代末期の建築とみられ、湯殿山信仰の盛時を偲ば

せる貴重な建造物である。平成元年 12 月 16 日、町の文化財に指定。 

【メモ】 
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⑥土偶（新町：正源寺）             国指定重要文化財 

 

真室川町大字釜渕字五郎前出土（身長 23.4 ㎝大洞 A’式）。この土偶は大正

4 年、田んぼだった釜渕字五郎前遺跡から発見された。縄文時代晩期の完全

な形をした貴重な完形土偶で、多くの専門誌や美術誌に掲載され、海外にま

で紹介されている。内部は空洞で、色は赤みがかった褐色をし、頭髪は大き

く束ねて髷のような形をしている。肩から乳が張り出し、腰にパンツのよう

なものをつけ、太い両足を持っている。焼成後に朱を塗ったらしく一部にそ

のあとが残されている。昭和 40 年 5 月 29 日、国の重要文化財に指定。 

【メモ】 
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⑥鮭延秀綱公墓（新町：正源寺） 

 

近江国佐々木源氏出身で最上地域の北部を治めていた鮭延貞綱の息子秀綱

の墓。秀綱は鮭延城主の時に最上義光による鮭延城攻めを受け、後に最上家

の家臣となり活躍。しかし、最上家がお家騒動により改易となると老中土井

利勝預かりの身となり、最後は茨城県古河市（姉妹都市）で 84 歳の生涯を

閉じた。自らの財産を家臣たちに分け与え、自身は家臣たちの家を転々とし

ながら過ごしたとされる。茨城県古河市には秀綱の菩提寺として鮭延寺が建

立されている。 

【メモ】 
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⑦鮭延城跡（内町）                  町指定史跡 

 

近江国佐々木源氏出身で最上地域の北部を治めていた鮭延貞綱が居城とし

て築城。貞綱の息子秀綱のときに最上義光による鮭延城攻めが行われたが、

城を落とすのに 2 年を要し、その堅固さから北の要害と名を轟かせた。秀綱

が最上家改易で老中土井利勝預かりの身になると、新庄藩祖戸沢政盛が仮城

として入るが、3 年後には新庄市沼田に新庄城を築き、鮭延城は廃城となっ

た。 

【メモ】 
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⑧銅造如来倚像（内町：薬師堂）         国指定重要文化財 

 

本像は白鳳時代の仏像の特徴をよく表している。高さ 54.5 ㎝、座高 38.1

㎝、重量 19.5kg の銅造鍍金像（ときんぞう）で、頭頂から足先まで鋳型で

一挙に鋳造された像である。形は古い倚像形式で、頭部が大きく、両頬の肉

付きが豊かな童顔の表情から白鳳時代末から天平時代初めの制作と考えら

れている。本像は戦国時代当地方を領した近江源氏佐々木氏が近江国鯰江

（現在の滋賀県）から持参して来たと伝えられ、初代城主鮭延貞綱時代に悪

疫流行の折、城南に堂を建立して士民に参拝させたと云われる。昭和 62 年

6 月 6 日、国の重要文化財に指定。 

【メモ】 
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国指定重要文化財 

    銅 造 如 来 倚 像
ど う ぞ う に ょ ら い い ぞ う

 
真室川町文化財保護委員会 

 銅造如来倚像は、鮭延城跡南側高台にある山神社境内の薬師堂に安置されている。 

 鮭延城は、戦国時代この地方一帯を支配した鮭延氏の居城であり、鮭延氏はもと佐々

木姓であり、近江国鯰江庄（現在の滋賀県東近江市地内）の下司職であったが、佐々

木重綱のとき一族の内紛があり、綱村のとき出羽国に降り鮭延城を居城とした。 

 その後の永禄時代、この地に悪疫が流行し、毎日多くの士民が亡くなった。当主で

あった鮭延典膳貞綱公は大変心配され、本国滋賀県から伝来した如来像を奉じて城の

内外を巡行し、みんなに参拝させたところ、みな全快したので大変喜ばれた。その後、

城内に御堂を建立して引き続き士民に参拝させ、毎年縁日には祭礼をするようになっ

た。 

 この仏様は、子どもと遊ぶことを無上の楽しみとしているといわれ、子ども達はこ

の御堂に集まり仏様と遊び、仏様に緑青（ろくしょう）が出ると下の小川に持って行

き、洗ってやったという。 

 堂内には無数の穴あき石が奉納されているが、目の不自由な人や耳の遠い人が、先

が見えるように耳が聞こえるようにとしたものである。ほかにも皮膚病や流行病にも

格別の効力があるといわれ、参拝する人で賑わっていた。 

 銅造如来倚像は倚座型式の黒褐色のなめらかな鋳肌の銅製で、製作当初は全身に金

箔が貼られていたが、今は目や耳朶等に痕跡が残されている。 

 総重量 19.5 ㎏、総高 54.5 ㎝。制作年代は白鳳時代といわれ、昭和 62年に国の重要

文化財に指定された。 

 

  昭和 59 年 3 月 19 日  真室川町文化財に指定 

  昭和 60 年 8 月 16 日  山形県文化財に指定 

  昭和 62 年 6 月 6 日   国重要文化財に指定 
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⑨真室川飛行場跡（野々村） 

 

昭和 11 年（1936 年）、真室川村は経済更正政策の一環として、塩野台地

（野々村、共栄、神ヶ沢）に飛行場を建設。同 15 年には陸軍の飛行場に転

用、熊谷航空隊北部分隊の訓練施設となった。広さは 450ha、滑走路約 300

ｍ、常駐隊員 100 名を数え、兵隊のいる村として賑わいを見せた。昭和 20

年（1945 年）になると米軍機による爆撃は地方にも及び、軍の飛行場とな

った当町、そして隣村の石名坂地区は、特に攻撃の対象となった。敗戦間際

の 8 月 10 日、米軍機百数十機による空襲は、午前八時半頃と午後三時頃の

二回にわたって行われ、飛行場は壊滅的な打撃を受けた。この空襲で神ヶ沢

集落のある民家では、10 人家族のうち 6 人の命が奪われた。現在、無残な

痕跡は埋め立てられ、大部分は農地となったが、格納庫跡の残骸や、陸軍境

界杭などが当時の様子を物語っている。 

【メモ】 
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真 室 川 町 史 よ り  
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【メモ】 
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【タイムテーブル】 

時刻 内容 摘要 所要時間 

8:00 受付開始  30 分 

8:30 開講式 中央公民館玄関ホール 10 分 

8:40 町概要説明 歴史民俗資料館（P3） 30 分 

9:10 バス移動（資料館⇒秋山スキー場）   

9:20 町内眺望 秋山スキー場頂上（P4） 10 分 

9:30 バス移動（秋山スキー場⇒砂子沢）   

9:45 木造薬師如来座像見学 砂子沢薬師堂（P5） 30 分 

10:15 バス移動（砂子沢⇒まざれや）   

10:20 トイレ休憩 まざれや 10 分 

10:30 バス移動（まざれや⇒中村湿原）   

10:40 中村湿原観察 中村湿原（P8） 40 分 

11:20 バス移動（中村⇒真室川駅）   

11:45 昼食 手仕事まつり会場散策 真室川駅～町役場（P13） 65 分 

12:50 バス移動（真室川駅⇒正源寺）   

13:00 山門・土偶・鮭延秀綱公墓 見学 正源寺（P15） 50 分 

13:50 バス移動（正源寺⇒鮭延城跡）   

14:00 鮭延城跡見学 鮭延城跡（P18） 40 分 

14:40 徒歩移動   

14:50 銅造如来倚像を見学 内町薬師堂（P21） 30 分 

15:20 バス移動（内町⇒野々村ため池）   

15:30 真室川飛行場跡徒歩見学 野々村（P23） 40 分 

16:10 バス移動（野々村⇒中央公民館）   

16:20 閉講式 ｱﾝｹｰﾄ記入 10 分 

16:30 解散   

 


